
「小学６年生の生活実態に関するア
ンケート調査」暫定結果の報告

（概要版）

参考資料２－２



実施日 ：令和5年７月１4日～７月19日
実施方法：iPad（Forms)による調査
対象者数：小学６年生（1139名）
回答者数：1121名（98.4％暫定）

※回答していない児童は改めて２学期に実施予定



ヤングケアラーの実態に関する調査研究 ①

世話をしている家族が「いる」と回答した、全体（1121人）の16.2％（182
人）のうち、内訳では118人が母親の世話と回答した。

いる 182 16.2%
いない 939 83.8%

「いる」と答えた人のうち、
世話をしている家族の内訳（複数回答）
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世話をしている家族が「いる」と回答した１８２人のうち、お世話をしてい
る頻度はほぼ毎日が７４名であり４割程度となっている。

世話をしている頻度

ヤングケアラーの実態に関する調査研究 ③
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ヤングケアラーの実態に関する調査研究 ④

世話をしている家族が「いる」と回答した、１８２人のうち、睡眠が十分取
れないなどやりたいことができない児童はのべ６１人であった。

世話をしているために
やりたいことができない（複数回答）

いる 182 16.2%
いない 939 83.8%
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ヤングケアラーの実態に関する調査研究 ⑤

世話をしている家族が「いる」と回答した１８２人のうち、体力面や気持ち
の面で心配、時間の余裕がないと答えた児童は８５名であった。

お世話をしていることに負担がある
（複数回答）

いる 182 16.2%
いない 939 83.8%
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ヤングケアラーの実態に関する調査研究 ⑥

世話をしている家族が「いる」と回答した１８２人のうち、支援やサポート
をしてほしい、話を聞いてほしい、相談にのってほしいなどと思っている児
童がのべ８５名であった。

学校や周りの大人に助けてほしいことや、
必要としている支援はありますか。
（複数回答）

いる 182 16.2%
いない 939 83.8%
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